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会議顛末書 

 記録者 副主査 堀内 紗矢香 

供 覧 

市 長 副 市 長 部 長 次 長 課 長 課長補佐 
主 査 

係 長 
グループ員 

        

件 名 令和８年４月臨時庁議 

年 月 日 令和８年４月 24日（金） 

時 間 午前９時 30分～午後０時 10分 

場 所 ３階庁議室 

欠 席 者 荒槇議会事務局長（報告事項３より持田議会事務局課長代理出席） 

内 容 

【審議事項】 

１ 松葉小学校・長山小学校の跡地活用に係るサウンディング型市場調査の実施につい 

て 

 

資料に基づき管財課から説明 

 

《主な意見・質疑等》 

・ 都市計画法上の用途変更はどこまでを想定しているか。 

 ⇒ 松葉小学校・長山小学校は現在、第一種中高層住居専用地域となっており、 

周辺の住宅の張り付き状況を踏まえると、住居系の用途地域までの緩和が許容 

範囲と考えている。 

・ 近隣店舗と提供するサービスが相互に干渉しないよう留意する必要がある。また、 

松葉小学校・長山小学校跡地の活用についても相互に干渉しないよう留意が必要であ 

る。 

・ 現地見学会を実施する際は、児童の下校時間と重ならないよう配慮いただきたい。 

 

《協議結果》 

  了承 

 

 

【報告事項】 

２ 令和７年度「スポーツクライミングのまち龍ケ崎」実施報告について 

 

資料に基づきスポーツ推進課から説明 

 

《主な意見・質疑等》 

 ・ クライミング施設の整備について、今年度は具体的な検討を進めていくのか。 

  ⇒ 今後の事業展開などを踏まえ、具体的な検討が必要となった場合には、この資 

   料で提示している方向性に基づき、民間事業者等の意向なども把握しながら様々

な可能性を探っていきたい。 

 ・ 「AKIYO’s DREAM」のような小中学生向けの大会は今後も継続していくべきであ 

る。 

・ 「バスケの街」として知られる能代市では、駅にバスケットゴールが設置されて 

いる。当市でも市外の人へ「クライミングのまち龍ケ崎」をより一層広めるため 

に、例えば電車に乗車中の人にも視覚的に訴えるような看板設置などを検討してい 

ただきたい。 
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３ 令和８年度重点目標及び「龍ケ崎みらい創造ビジョン for2030」の進行管理につい 

 て 

 

資料に基づき各部等の長及び次長より説明 

 

《主な意見・質疑等》 

 

～重点目標について～ 

 

〇こども未来部 

・ こども女性政策課の「こども計画策定」においては、昨年度企画課で実施したオ

ンラインプラットフォームの意見も参考としていただきたい。 

・ こども家庭センターの「新たな子育て支援拠点の整備」は、公共施設のマネジメ

ントとも関連するので、管財課とも調整いただきたい。 

 

〇健康スポーツ部 

・ 健康増進課の「第４次健康増進・食育計画の策定」においては、こども未来部と

して今後、若い世代やこどもの健康について取り組んでいきたいと考えているの

で、こども未来部も関わらせていただきたい。 

・ 介護保険課の「高齢者福祉計画の策定」においては、企画課策定の最上位計画と

の整合性を図れるよう調整いただきたい。 

 

〇議会事務局 

・ 小学生を対象とした「夏休み議会見学ツアー」について、たつのこワクワクワー

クとの連携を検討しているのであれば、早期にまちの魅力創造課と調整いただきた

い。また、募集内容が決まったら教育委員会へ連絡をお願いしたい。 

 

 

～進行管理シートについて～ 

 

〇総務部等 

・ 「気象防災アドバイザー連携事業」の指標は、「アドバイスを受けた回数」など 

活動指標でも良いのではないか。 

・ 「職員のスキル・モチベーションアップ事業」について、指標となっている職員 

 研修の受講者数が年々減っている要因は何か。 

 ⇒ 職員全員を受講対象とした研修を実施するか否かで受講者数に変動が生じる。 

 

〇総合政策部 

・ 「ライフデザイン形成事業」は、昨年度実証として２つの中学校でスタートして 

いる。実績として追記いただきたい。 

・ 「若者結婚新生活応援事業」は、市民同士の婚姻と市外在住者との婚姻の割合の 

分析なども踏まえながら取り組んでいただきたい。 

・ 「地域ブランディング推進事業」の指標となっているブランディングロゴマーク 

 の市内での認知度は、どのように測るのか。 

 ⇒ 市民アンケートの集計結果により測る。 

・ 「ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）推進事業」の実績値は累計なの 

か、それとも年度ごとの実績値なのか。 

 ⇒ 年度ごとの実績値である。 

 

〇福祉部 

・ 「生活支援サポーター活用事業」の指標となっているサポーター登録数が増えて 

 いないようだが、養成研修の難易度は高いのか。 

 ⇒ 制度や支援方法などについて研修するもので２日間の実施であるが、難易度は 

高いものではない。 



3 

 

・ 「高齢者等見守りサポート事業」は、現在利用している人が新しいシステムへス 

ムーズに移行できるようフォローしていくとともに、新たに必要な人に漏れなく行 

き渡るように配慮いただきたい。 

・ 「高齢者補聴器購入支援事業」の利用者数の目標値は100件とするのが適切ではな 

いか。 

  

〇こども未来部 

・ 「リフレッシュ保育運営事業」について、さんさん館と駅前こどもステーション 

 の利用割合はいかがか。 

 ⇒ 大半がさんさん館である。 

・ 「さんさん館休日運営充実事業」の取組内容の「支援内容の検討」とは具体的に 

何か。 

 ⇒ 民間の幼稚園・保育園での子育て支援センターの利用は就園に繋がるなど、利 

用者と園が繋がるきっかけとなり、こどもにとっても良い影響があると考えてい 

る。さんさん館子育て支援センターについても、同じように利用者が近隣の八原 

保育所と関わりを持ち、新たな繋がりを持てるように何か支援内容が検討できれ 

ばと考えている。 

・ 「こどもの居場所・遊び場創出事業」において、馴柴コミュニティセンターに 

「ここくれば」が開設されたが、他の施設との地理的バランスなども考慮し、今後 

の展開についてイメージしておいていただきたい。 

・ 「児童通所支援事業」の指標としている満足度の目標値は、80％とするのが適切 

ではないか。 

・ 「５歳児健康診査事業」の指標としている受診率の目標値は、100％とするのが適 

切ではないか。 

・ 「不妊治療費助成事業」の指標としている申請者数は、前年度同様に100件とする 

のが適切ではないか。 

 

〇健康スポーツ部 

 ・ 「がん患者療養生活サポート事業」は、必要としている人にサポートが行き渡っ 

ているか。 

⇒ 行き渡っている。 

 ・ 「スポーツによる自己実現支援事業」について、指標としている満足度の実績値 

  が下がってきているので、満足度向上に向けて検討いただきたい。 

 

 〇市民経済部・農業委員会事務局 

 ・ 「龍ケ崎トマト産地育成プロジェクト推進事業」の指標は、「儲かる産地ビジョ 

ンの作成」ではなく、「担い手の数」とする方が適切ではないか。 

 ・ 「企業立地促進奨励事業」の指標としている奨励金交付件数は増加傾向にある 

が、今年度も交付の見込みはあるのか。  

⇒ 令和８年度の見込みが11件であるため、同数を目標値としている。 

→ さらに目標値を上乗せしてもよいのではないか。 

⇒ 検討する。 

 ・ 「地域資源活用事業」の指標としているイベント来場者数の目標値が適切ではな 

  い。昨年度と比較して大規模イベントの減少等が無いのであれば、チャレンジ目標 

を設定すべきである。再検討いただきたい。 

 ・ 「ふるさと龍ケ崎応援事業」の指標としている企業版ふるさと納税の受入額の目 

標値は、前年度同様に5,000千円とするのが適切ではないか。 

 

 〇都市整備部 

 ・ 「龍ケ崎市東口駅前広場改修事業」の指標としている事業進捗率はどのように算 

出するのか。 

⇒ 予算の執行率で算出する。 

→ 市民には分かりづらいので再検討いただきたい。 

 ・ 「コミュニティバス運行事業」と「ＡＩオンデマンド交通運行事業」の指標とし 
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  ている利用者数について、令和７年４月に再編を行った際に目標値を掲げていると 

思う。目標値は前年度実績から算出するのではなく、そちらの数値を参考に必要に 

応じて見直していただきたい。 

 

 〇教育委員会 

 ・ 特になし。 

 

 

【その他】 

 特になし。 

 

 

要 措 置 事 項  

情 報 公 開 公 開 

非公開（一部非公開

を含む）とする理由 
 

公開が可能となる時期

（可能な範囲で記入） 
 


